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本県関係の答申物件概要 
【国史跡指定】 

名   称   興
こう

道寺
ど う じ

廃寺
は い じ

跡
あと

  
 

所 在 地  三方郡美浜町興
こう

道寺
ど う じ

４号１番１ ほか６１筆 
 
指 定 面 積  12,817.56 ㎡ 
 

特徴と評価        北陸において、創建から廃絶に至るまで伽藍の変遷が明らかと 

なった数少ない古代寺院 
 

【概 要】 平成１４年度から美浜町が実施した継続的な発掘調査で、金堂、

塔、講堂、中門などの主要伽藍の状況と寺域などが明らかになった。

また、寺域を限る溝等の発掘により、その規模は西端付近で南北約

１１８ｍ、東西約８０ｍと推定された。金堂、塔の造営は７世紀後

半から８世紀前半、講堂は８世紀中頃の建立で、その後、８世紀後

半以前に塔の建て替えが行われ、８世紀後半～９世紀後半には金堂

の建て替えと中門・南門が建立されるという伽藍造営の過程と変遷

が明らかになった。 

興道寺廃寺は、７世紀後半に若狭国三方郡の有力氏族により建立

されたと考えられるが、この時期は全国規模で郡司氏族による寺院

造営が活発化したことが知られており、興道寺廃寺は北陸において

当時の実態が判明した数少ない寺院の事例である。また、創建から

廃絶に至るまでの伽藍の変遷が明らかになった希少な事例であり、

古代寺院造営の在り方と、郡司氏族による仏教信仰の展開を知る上

で重要である。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

興道寺廃寺跡 
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興道寺廃寺跡全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
当時の興道寺廃寺（イメージ図） 
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興道寺廃寺跡遺構配置略図 

螺髪（らほつ） 

主 な 出 土 品 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銅 銭 

金 堂 基 壇 跡  

軒 丸 瓦 

石積み 

基 壇 

瓦溜まり 

金堂 
塔 

南門 

中門 

講堂 寺域範囲 

伽藍範囲 

指定範囲 


